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遠野市史編さんの
進捗状況と刊行予定

　平成 27 年度から始まった市史編さん事業は、まもなく８

年目を迎えます。令和４年２月時点での進捗状況と、今後の

刊行予定をお知らせします。
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資料編に掲載する遺跡の選定を終
了し、各委員が執筆を行っていま
す。また遺跡の空撮も行っていま
す。

市内の寺社や館跡、板碑、マイリ
ノホトケなどの資料調査と、資料
編 の 執 筆 を 並 行 し て 行 っ て い ま
す。

資料編の文字組などを決定し、掲載
する資料と編目の検討、執筆を行っ
ています。

学校資料などを調査するとともに、
資料編に掲載する資料をカードにま
とめ、編目構成を検討しています。

資料収集や聞き取り調査を行ってい
ます。また今後の執筆に向けて執筆
要領や体裁等の検討を行います。
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各部会の進捗状況

：資料編　　　：通史編

昭和 49 年２月
広報とおのから

左は昭和 49 年（1974）２月号の広報とおのに掲

載された記事です。この前年から第４次中東戦争

のあおりを受けて第１次オイルショックが始ま

り、ガソリンなどの石油関連製品が値上がりしま

した。消防出初め式のパレード中止もこの影響を

受けたものでしょう。今冬もコロナ禍やウクライ

ナ情勢の影響によりガソリンや灯油が値上がりし

て私達の生活を直撃しています。日本ではオイル

ショックの反省から石油の安定的な確保やエネル

ギー源の多様化が図られてきましたが、石油はま

だまだ欠かせないエネルギー源のようです。

今後の刊行予定
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　ひな祭りは、平安時代の貴族の子女の遊びであるひいな遊びと、上
じ ょ う し

巳の節句
などの信仰行事がルーツであると考えられています。上巳とは３月の初めの巳
の日をいい、自分の罪や穢

け が

れをヒトガタに移し、水に流すことで祓
は ら

いを行う風
習がありました。このひいなとヒトガタがひな人形の原型となり、16 世紀後
期には公家や上級武家の間で「ひな遊び」が３月３日に行われるようになっ
ていたようです。その後、庶民の間でも年中行事として行われるようになり、
18 世紀中頃には「ひな祭り」として女子の誕生や幸福を祝う行事として人々
に浸透し、現在のひな祭りの原型がほぼできあがりました。
　遠野のひな祭りの様子は大正２年（1913）の上閉伊新報で詳しく知ることが
できます。旧暦３月１日には雛市が立ち、家々ではひな人形や絵画を飾り「小
なる美術展覧会」のようであったと非常に華やかな様子が伝わります。また２
日は雛に供える菓子を作り、３日になると晴れ着を着て近隣の家をまわり「雛

ひ な

見
み

」をした、と記されています。この風習は、平成 12 年（2000）遠野商工会
を中心に遠野町家のひなまつりとして復活し、現在も遠野に春を告げる観光イ
ベントとなっています。
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（上から）古今雛 / 雛道具 / 武者人形▶


